
健康は，夢を叶える力になります。

この教科書を通し，自分の健康や安全に

ついて考えることで，よりよい人生の

創り手となる力が育まれることを

願っています。

保健の学習は，毎日の生活を健康に，安全に，楽しく過ごし，
生涯にわたって楽しく明るい生活を送る力を育てる学習です。
大日本図書の新しい「　たのしいほけん　３・４年　」では，
児童のたしかな「生きる力」を育むことを目指し，編修しました。

２．学びやすく，教えやすい教科書
児童の興味・関心を引き出し，スムーズに学習に入ることができるように
構成しました。学習の流れがひと目でわかり，学びやすく，教えやすい誌面に
なるように工夫しています。

１．「生きる力」が身につく教科書

主体的・対話的で深い学びを通して，児童が「生きる力」を身につけることが
できるように構成しました。
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Ⅰ　編修の基本方針

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

30-102 小学校 体育 保健 3・ 4学年
発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

4・大日本 保健・302 たのしいほけん　３・４年

編　修　趣　意　書
（教育基本法との対照表）



p.4

p.21

p.14

p.22～23

p.3

児童一人ひとりが，身近な生活における健康や安全についての課題を自分のこととして捉え，
自ら学習に取り組むことができるように編修しました。

主体的に学ぶ意欲を育む

「生きる力」が身につく教科書１

巻頭では，はじめて保健を学習する児童に
向け，健康や安全と自分の夢や目標との
つながりを伝えるページを新設しました。
保健の学習を自分に身近なこととして捉え，
主体的に学ぶ意欲を育みます。

すべての章のはじめに，「学習ゲーム」を
掲載しました。イラストからキャラクター
を探すなかで，自然と学習の課題に気づく
ことができるようになっています。

さまざまな分野で活躍している人たちが
健康のために気をつけていることについて，
インタビューを掲載しました。
健康の大切さについてのより深い理解へ
つながります。

オリンピック・
パラリンピック選手の
インタビューを掲載
しました。オリンピック・
パラリンピック教育に
つなげることができます。

章のはじめに，その章の
学習内容をイメージできる
写真を示すことで，児童が
親しみをもって学習に
取り組むことができる
ようにしています｡

学習内容を自分に身近な
こととして捉えることが
できるよう ,児童にとって
身近で考えやすい問いを
導入の活動として示して
います。

学習ゲームの場面を児童に
身近な家庭・学校・地域にする
ことで，この章で学習すること
が，自分の生活にどのように
関わっているのか知ることが
できるようにしました。
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p.15 p.16学習・経験したことなどの身近な題材から，
思考を広げやすい問いを設定しています。

思考・判断したことを伝え合うことによって，
思考を広げ，深めることができます。

対話を通したさまざまな活動で，思考を広げて深める
学習のなかで仲間と話し合い，協力してよりよい解決策を見出したり，
自分の思考を広げて深めたりする活動を設定しています。

p.9 p.27

学習したことを活用し，「深い学び」につなげる
学習したことを活用し，学びをより深める活動として，「活用して深めよう」を新設しました。
学習したことを他の場面に応用したり，自分の生活に落とし込んだりして，「深い学び」に
つながるように構成しています。

p.14

p.28

p.18～19

本編の全見開きに，
児童の「そうなんだ！」
を大切にした，
「ミニちしき」を
掲載しました。

児童の「もっと
知りたい」気持ちに
応えるために，章の
終わりに，学習の助け
となる資料を豊富に
用意しています。

学習内容を広げて深める資料を豊富に掲載しました。
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p.20

p.2 巻末

ほけん室の
先生

えいようの
先生 学校薬

やく

ざいし スクール
カウンセラー

学びやすく，教えやすい教科書２

学習内容を補足したり，既習事項の
振り返りをしたりすることで，
児童の学習をサポートします。

巻頭に「この教科書の使い方」
を新設し，学習をスムーズに
進めることができるように
しました。

保健室の先生などの専門家キャラクターが，
専門的な知識や，生活に活かすためのアドバイスをします。

各章のまとめとして，「学習のまとめ」を新設しました。学習したことを振り返って自分を
評価し，自分の課題を見つけていくことで，章全体を通した「深い学び」を実現します。

さまざまなキャラクターが学習をサポートします。

児童が，保健の学習に興味・関心を持ち，見通しを持って
学習を進めることができるように構成しました。
教科書のサイズをＡＢ判とし，大きい誌面で写真やイラストを効果的に配置することで，
児童の興味・関心を高め，学習内容がより伝わりやすくなっています。

シールを使って，
楽しみながら効果的に
学習を進めることが
できるようにしました。

学習したことを振り返る
ことで，自分の課題発見
につながります。

この章で学んだことから，自分の
課題を発見し，これからの生活に
活かしていく力を育む活動を設定
しました。
学習したことを自ら生活のなかで
深めていけるよう，児童の生活に
身近な活動を設定しています。
学習したことを活用することで，
より確かな知識にもつながります。

授業で学ぶだけでなく，
学んだことを毎日の生活
に活かしていくことの
大切さを理解できる
ようにしました。
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

巻頭 目次 ・本書だけでなく 5・ 6年の学習内容まで掲載することで，見通しをもっ
て学習に取り組むことができるようにしました。（第一号）

表紙裏～p.1

この教科書の使い方 ・教科書をどのように使用して学習を進めるかを図で示しました。見通し
を持つことで自ら学ぶ気持ちを育て，学習をサポートします。（第一号）

p.2

口絵 ・保健の学習が自分の夢や目標を叶える力になること，著名人が健康につ
いて気をつけていることのインタビューなどを取り上げ，児童の学習意
欲につながるように構成しました。（第二号）

p.3～4

本編 各単元の構成 ・課題を見つけて解決していく，課題解決的な学習が行えるような構成に
しました。（第一号）

・主体的・対話的で深い学びの実現に向け，「保健の見方・考え方」をは
たらかせて考える活動を多く設定しました。生涯にわたって健康を保
持・増進し，豊かなスポーツライフを実現する資質・能力が育まれるこ
とを目指しています。（第一号）

全体

学習ゲーム ・学習ゲームを，全章で設定しました。キャラクターを探すなかで主体要
因，環境要因に関わる，生活のなかでの課題が発見できるようにしてい
ます。（第四号）

p.6～7，22～23

知識及び技能 ・見開きごとに，本文で基本的な知識をまとめました。さらに，「資料」
や「もっと知りたい！」などで知識を広げ，深めることができるように
しています。（第一号）

全体

思考力，判断力，表現力等 ・自分の生活と比較したり，関連づけたりするなど，課題について思考・
判断した上で，教科書に記入したり，友達と伝え合ったりして表現する
ことで，よりよい解決方法につながり，学びが深まる活動を設定しまし
た。（第一，二，三号）

p.9，11，15ほか

学びに向かう力，人間性等 ・導入となる最初の活動では，児童に身近な題材を設定することにより，
児童が学習内容を自分に身近なこととして捉えることができるようにし
ました。（第一号）

p.10，14，26，32
ほか

活用して深めよう ・学習したことを活用することで，学びを深め，今後の生活につなげてい
くことができるような活動を設定しました。（第一，二号）

p.9，17，27，33
ほか

ミニちしき ・児童の「そうなんだ！」の気持ちを大切にした，学習内容に関連した情
報を，本編の全ページで示しました。（第一号）

全体

もっと知りたい！ ・知識を広げ，深める資料を，わかりやすく示しました。オリンピック・
パラリンピック教育，キャリア教育，日本の伝統・文化等，現代的な諸
課題に対応しています。（第一～五号）

p.18～19，34～35

学習のまとめ ・章末に，知識の復習問題と活用問題を示した「学習のまとめ」を新設し
ました。章全体の知識及び技能について復習したり，学習したことを活
用したりする活動によって，学びを深めます。（第一号）

p.20，36

「おうち」「ちいき」マーク ・学習したことについて，家庭や地域で取り組みたい活動等に，「おうち」
「ちいき」マークを示しました。（第二号）

p.13，32

巻末 はってん
「受けつがれていく命」

・学習内容の発展として，巻末に資料を掲載しました。生命の連続性から，
生命の尊さについて大切に考えていく気持ちを育むことができます。
（第二，四号）

p.37

その他 特別支援教育・ユニバーサ
ルデザインに配慮した誌面
構成

・専門家の監修のもと，全面的にユニバーサルデザインフォントを使用し
たり，カラーユニバーサルデザインをふまえた配色を工夫したりするな
ど，特別支援教育やユニバーサルデザインに配慮しました。（第一号）

全体

デジタルコンテンツ ・学習をより理解したり，広げたりすることができるよう，デジタルコン
テンツを用意し，対応するページにマークを示しました。（第一，二号）

p.16，18，33

　教育基本法の理念にそって，真理を追求し，豊かな人間性と創造性を身につけることができるように，
次のような点に配慮して教科書を編修しました。
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p.32p.13

p.15 p.25

p.19
＊家庭科関連

p.12 p.18

運動による健康への効果がわかる 教科書１

学年・教科横断，家庭 ･ 地域との連携につながる 教科書２

健康な生活のための運動の大切さについて，
写真やイラストを効果的に用いてわかりやすく示しました。
運動による心と体への効果を理解し，生涯にわたる豊かなスポーツライフにつなげます。

○他学年，他教科との関連

○家庭・地域との連携

系統的な学びのために，学年・教科横断的な学習を充実させました。

家庭・地域マークを新設し，
家庭や地域における健康や安全について
考える活動や資料を掲載しました。

＊教科内関連 ＊算数関連
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Ⅰ　編修上特に意を用いた点や特色

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

30-102 小学校 体育 保健 3・ 4学年
発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

4・大日本 保健・302 たのしいほけん　３・４年

編　修　趣　意　書
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表）



p.4

東京オリンピック・
パラリンピックに
向けてはもちろん，

開催後も，オリンピック・
パラリンピックを題材とした

効果的な学習が
できるよう，配慮しました。

現代的な諸課題に対応した 教科書３

オリンピック・パラリンピック教育
2020年東京オリンピック・パラリンピックに
向け，オリンピック・パラリンピック選手の
「健康のために気をつけていること」に関して
インタビューを掲載しました。オリンピック・
パラリンピックに興味・関心を持ち，自らの
健康に対する意識を高めることができます。

p.10

外国語教育
学習内容に関連した英語のことわざを紹介するなど，
英語への興味を高めることができるようにしました。

p.34

異文化理解
学習内容に関連する外国の文化を紹介するなど，異なる文化を
理解し，視野を広げることができるようにしました。

p.34

日本の伝統・文化
「成長を祝う行事」など，日本の伝統・文化についての資料を
掲載しました。

保健の学習に関連する現代的な諸課題について，豊富に取り上げました。
保健の学習を通して，生涯にわたって自ら学び続ける力を身につけることができます。

p.37

生命尊重
「受けつがれていく命」を巻末に掲載しました。生命の連続性を
知ることで，生命の大切さを見つめ，育むことができます。

p.19

キャリア教育
学校での保健活動に関する職業を紹介しています。
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p.28

p.16

p.8～9

専門家の監修のもと，だれにでも使いやすい教科書を目指し，配慮して編修しました。

●全面的なUDフォントの使用
本文や吹き出し，ルビなどに，
見やすく，読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
使用しています。特に本文で使用する
教科書体は，デジタル教科書でも
読みやすい書体を採用しました。

●読みやすい位置での改行
単語の途中で改行せず，
読みやすい位置で改行するようにしました。

●インデックス・ページ番号
ページ番号やインデックスを単元のカラーで統一し，
単元毎のまとまりがわかりやすくなるようにしました。

●カラーユニバーサルデザイン
色覚の特性によらず情報が読み取れるよう，
配色に配慮しました。

特別支援教育やユニバーサルデザインへ配慮した 教科書４

情報活用能力

その他

健康や安全に関する情報を適切に収集し，活用する力を育むことができるように工夫しました。

・多様性の尊重（LGBT等）などの現代的な諸課題について，配慮して編修しました。
・総則編に示されている，「現代的な諸課題に関する教科横断的な教育内容についての参考資料」について十分に配慮しています。

学習内容について自分で調べ，適切に情報を
収集し，活用する力を育むことができるように
しました。

大日本図書のホームページ上で，
学習に役立つ動画や資料を見ることが
できるようにし，該当箇所に
ウェブマークを示しました。
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教育基本法の遵守
・教育基本法第 1条に示された「教育の目的」を実現するために，同 2条の「教育の目標」の達
成を目指して編修しました。

学習指導要領の遵守 ・体育科の保健領域に記載された項目を全て取り上げました。

主体的・対話的で
深い学びへの対応

・全ての章で，自らの課題を発見し，主体的に取り組み，資料から読み取る，友達と話し合うな
ど，対話を通して思考を広げて深めていく活動等を通じて，深い学びが実現できるように配慮
しました。（p.10～11，26～27ほか）

知識及び技能の習得 ・章の終わりに，知識及び技能を定着させるための問題を設定しました。（p.20，36）

思考力，判断力，
表現力等の育成

・教科書全体で，課題解決学習を通して，思考力，判断力，表現力等が育成されるように配慮し
ました。

・課題を発見する活動，課題を解決する活動，学習したことを活かす活動など，様々な活動によ
り，思考力，判断力，表現力等が総合的に育成できるようにしています。（p.9，11，24ほか）

・友達と伝え合ったり，教科書に記入したりすることで，自分の言葉として表す表現力が育成で
きるようにしています。（p.11，17，26ほか）

学びに向かう力，
人間性の涵養

・口絵では，児童が保健を学習する重要性を理解し，自分のこととして捉え，主体的に学習に取
り組む態度が養われるようにしました。（p.2～4）

・導入の活動では，児童に身近な題材を取り上げることで，主体的に学習に取り組む態度を育む
ことができるようにしました。（p.10，14，26ほか）

現代的な諸課題への対応
・現代的な諸課題として，オリンピック・パラリンピック教育，キャリア教育，日本の伝統・文
化，情報括用能力などに配慮しました。（p.18，19，30，37ほか）

評価への対応
・活動には記入欄を多く設定し，評価に活用できるようにしました。（p.11，17，33ほか）
・章の終わりに，「学習のまとめ」として自己評価問題や活用問題を設定し，評価に活用できる
ようにしました。（p.20，36）

配列・分量

・学習内容の系統性，領域のバランス，他教科との連携を総合的に考慮し，適切な単元配列を組
みました。

・単元の学習は必要かつ十分なものを取り上げ，資料や知識は過多にならないよう，発達段階と
学年に応じて精選しました。

・単元内の活動は，授業時間を考慮しながら，知識・技能を定着させるように配慮しました。

特別支援，ユニバーサル
デザインへの対応

・専門家の監修のもと，全面的にユニバーサルデザインフォントを使用したり，カラーユニバー
サルデザインをふまえた配色を工夫したりするなど，特別支援教育やユニバーサルデザインに
配慮しました。

家庭・地域社会との連携
・家庭や地域において保健で学習したことを活用できるよう，該当箇所に「おうち」「ちいき」
マークを新設しました。（p.13，32）

ICT 教育への対応
・無料のデジタルコンテンツを豊富に用意し，対応するページにマークを示しました。（p.16，
18，33ほか）

・情報活用能力，プログラミング教育に対応した活動や資料を設けました。（p.28ほか）

道徳教育との関連
・生命尊重，家族愛，伝統と文化の尊重，国際理解など，道徳教育との関連に配慮しました。
（p.34，37ほか）

他教科との関連
・国語，算数，理科など，他教科に関連した題材を適宜扱うとともに，関連していることについ
てマークで示しました。（p.15，25ほか）

印刷・製本
・環境に配慮した紙と植物油インキを使用しています。表紙は丈夫で汚れにくくなるよう加工し
ました。

・製本は児童にとって安全で，奥までよく開くアジロ綴じを採用しています。
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図書の構成・内容 学習指導要領の内容
該当箇所
ページ

配当時数

3 年

1 　毎日の生活とけんこう ⑴ア（ア），（イ），（ウ），イ 5～7，18～20 全 4 時間

⑴けんこうな生活 ⑴ア（ア），イ，内容の取扱い⑹，⑻ 8～9 1

⑵ 1日の生活のしかた ⑴ア（イ），イ，内容の取扱い⑹，⑻ 10～13 1

⑶体のせいけつ ⑴ア（イ），イ 14～15 1

⑷けんこうによい生活かんきょう ⑴ア（ウ），イ 16～17 1

4 年

2 　育ちゆく体とわたし ⑵ア（ア），（イ），（ウ），イ 21～23，34～36 全 4 時間

⑴大きくなってきたわたし ⑵ア（ア），イ，内容の取扱い⑺ 24～25 1

⑵大人の体になるじゅんび① ⑵ア（イ），イ，内容の取扱い⑺ 26～27 1

⑶大人の体になるじゅんび② ⑵ア（イ），イ，内容の取扱い⑺ 28～31 1

⑷よりよく育つための生活 ⑵ア（ウ），イ，内容の取扱い⑻ 32～33 1

発展 受けつがれていく命 37
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Ⅱ　対照表



ページ 記述 類型 関連する学習指導要領の内容や
内容の取扱いに示す事項 ページ数

34 成長曲線を活用しよう 1 ⑵ア（ア）
体は，年齢に伴って変化すること。また，体の
発育・発達には，個人差があること。

0.5

34 成長を祝う行事 1 ⑵ア（ア）
体は，年齢に伴って変化すること。また，体の
発育・発達には，個人差があること。
内容の取扱い⑺
自分と他の人では発育・発達などに違いがある
ことに気付き，それらを肯定的に受け止めるこ
とが大切であることについて触れるものとする。

0.5

35 すいみんと成長ホルモン 1 ⑵ア（ウ）
体をよりよく発育・発達させるには，適切な運
動，食事，休養及び睡眠が必要であること。

0.25

37 受けつがれていく命 1 ⑵ア（イ）
体は，思春期になると次第におとなの体に近づ
き，体つきが変わったり，初経，精通などが起
こったりすること。また，異性への関心が芽生
えること。
内容の取扱い⑺
自分と他の人では発育・発達などに違いがある
ことに気付き，それらを肯定的に受け止めるこ
とが大切であることについて触れるものとする。

1

合計 2.25

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

30-102 小学校 体育 保健 3・ 4学年
発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

４・大日本 保健・302 たのしいほけん　３・４年

編　修　趣　意　書
（発展的な学習内容の記述）

（「類型」欄の分類について）
1…学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容
（隣接した学年等以外の学習内容であっても，当該学年等の学
習内容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容

2…学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容

11
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